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乳児期（0～1歳）における特徴的な症状

乳児期（0～1歳）に多く出現、顕著な所見……てんかん、心横紋筋腫、白斑

Image

てんかんは結節性硬化症患者の84％に認められます。結節性硬化症患者に伴うてんかんの約7割は2歳以下で発見され、てんかん発作の中でも頻度の高い部分
発作は1歳（中央値）で診断されています。治療抵抗性の場合やWest症候群（点頭てんかん）では、精神遅滞を伴う確率が高いといわれており、患者
のQOLの観点からもてんかんコントロールは重要です。結節性硬化症に伴うてんかんに対するアフィニトール®（一般名　エベロリムス）の有効性・安全性
に関してはこちらをご覧ください。ただし、小児等への投与に関し、低出生体重児、新生児又は乳児に対する安全性は確立していません（臨床試験において使用
経験はありません）。
心横絞筋腫は胎児期または早期乳児期に発現し、結節性硬化症患者の50％に認められます。そのほとんどが幼児期に自然退縮しますが、10歳未満の主な死因
でもあり、重篤な場合には手術が必要です。
白斑は生下時から生後数ヵ月以内の早期に発現し、結節性硬化症患者の90％以上に認められます。典型的な症状は、1cm以上の一方の端が細く尖った楕円形
の白斑で、葉状白斑と表現されます。3つ以上の白斑は結節性硬化症に特異的なものとされています。
結節性硬化症に伴う症状については、定期的にモニタリングをおこなうことが大切です。検査の一覧はこちらをご覧ください。

年齢期別からみる結節性硬化症の症状

https://www.loadtest.pro.novartis.com/jp-ja/products/afinitor/tsc/information_07//
https://www.loadtest.pro.novartis.com/jp-ja/products/afinitor/tsc/symptom_01/#sec02


乳児期（0～1歳）



乳児期（0～1歳）

てんかん、心横紋筋腫、白斑
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表示しない





幼児期（1～6歳）

幼児期（1～6歳）

精神遅滞・自閉症・ADHD
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学童期（7～12歳）

学童期（7～12歳）

顔面血管線維腫、上衣下巨細胞性星細胞腫（SEGA）、網膜過誤腫

もっと見る
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思春期（13～19歳）

思春期（13～19歳）

シャグリンパッチ、腎血管筋脂肪腫（腎AML）等
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成人期（20歳～）

成人期（20歳～）

腎血管筋脂肪腫（腎AML）、爪囲線維腫、肺リンパ脈管筋腫症（肺LAM）

もっと見る
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症状の概要

症状の概要

全身性の様々な症状は、重症度も発現時期も非常に多様な個体差を呈します。
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弊社製品についてのお問い合わせ

お問い合わせ

Source URL: https://www.loadtest.pro.novartis.com/products/afinitor/tsc/age_02

https://www.novartis.com/jp-ja/contact/novartis-direct#-5341

